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チチェン・イッツァの太陽の刻印

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
日　

開
催　
〈
本
学
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
言
語
学
科 

共
催
〉

チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
の
太
陽
の
刻
印

 
―
メ
キ
シ
コ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ　

密
林
に
眠
る
マ
ヤ
文
明
の
世
界

 

イ
ス
マ
エ
ル
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
モ
ン
テ
ー
ロ
・
ガ
ル
シ
ア

 

（
執
筆
＝
柳
沼
孝
一
郎
）

■
講
演
者
…
…
イ
ス
マ
エ
ル
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
モ
ン
テ
ー

ロ
・
ガ
ル
シ
ア（
テ
ペ
ヤ
ク
大
学（
メ
キ
シ
コ
）大
学
院
課
程

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

■
司　

会
…
…
柳
沼
孝
一
郎
（
本
学
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
言
語
学

科
教
授
）

は
じ
め
に

メ
キ
シ
コ
東
部
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
北
部
に
位
置
す
る
チ
チ
ェ
ン
・

イ
ッ
ツ
ァ （Chichén Itzá

） 

に
あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
「
エ
ル
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ョ
」 （El Castillo

） 

は
、
二
〇
〇
七
年
、
あ
る
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
「
新
・
世
界
七
不
思
議
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
二
〇
一
二
年
に
世
界
が
終
焉
す
る
と
い
う
マ
ヤ
の
予
言
を
吹
聴

し
て
い
た
人
た
ち
の
象
徴
的
な
建
物
と
な
る
こ
と
で
国
際
的
に
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
、「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
人
気
が

衰
え
る
こ
と
は
な
く
、
毎
年
春
分
の
日
に
は
「
ク
ク
ル
カ
ン
の
降
臨
」 

（D
escenso de Kukulkán

） 

を
一
目
見
よ
う
と
世
界
中
か
ら
集
ま
る

何
千
人
も
の
観
光
客
の
注
目
の
的
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
に
米

国
航
空
宇
宙
局
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
こ
の
現
象
に
関
心
を
向
け
る
ほ
ど
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
様
々
な
種
類
の
出
版
物
が
色
々

な
言
語
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
出
版
さ
れ
て
い
て
、
真
の
意
味
で
国
際

的
な
名
声
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
世
界
中
の
人
々
が
認
識
で
き

る
よ
う
な
非
常
に
象
徴
的
な
も
の
で
、
メ
キ
シ
コ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
表
す
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

で
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
人
類
の
創
造
的
天
才
の
傑
作
を
表
現
す
る
建

造
物
と
し
て
の
基
準
を
満
た
し
、
一
九
九
八
年
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ

ツ
ァ
の
全
て
の
古
代
遺
跡
と
共
に
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
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さ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
研
究
に
よ
り
、「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
は
天
文
台
と
し

て
の
役
目
を
果
た
す
た
め
に
太
陽
の
方
角
を
向
い
て
い
て
、
マ
ヤ
の
学

者
た
ち
は
こ
れ
を
基
に
暦
の
調
整
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
八
月
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
」
誌
の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
八
月
号
と
い
う

の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
誌
創
刊
一
二
五
周
年
記
念
号

の
一
つ
で
、
世
界
の
三
二
カ
国
語
で
数
百
万
部
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
は
、
在
日
本
メ
キ
シ
コ
大
使
館
の
ご
意
向
と
神
田
外
語

大
学
「
東
西
交
流
の
起
源
―
日
本
・
メ
キ
シ
コ
・
ス
ペ
イ
ン
交
流
四
〇

〇
周
年
記
念
講
演
会
」
の
ご
尽
力
に
よ
り
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

マ
ヤ
文
明

歴
史
に
登
場
す
る
マ
ヤ
文
明
は
人
類
史
上
最
も
傑
出
し
た
文
明
の
一

つ
と
し
て
現
在
で
も
我
々
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
も
の
で
す
が
、
メ

ソ
ア
メ
リ
カ（M

esoam
érica

）古
代
文
明
の
一
翼
を
担
う
文
明
で
、
そ

の
範
囲
は
、
現
在
の
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ベ
リ
ー
ズ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

イスマエル・アルトゥーロ・モンテーロ・
ガルシア博士

司会の柳沼先生
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ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
中
米
諸
国
と
、
メ
キ
シ
コ
の
チ
ア
パ
ス
州
、
タ
バ
ス

コ
州
、
カ
ン
ペ
チ
ェ
州
、
キ
ン
タ
ナ
・
ロ
ー
州
、
ユ
カ
タ
ン
州
を
含
む

広
大
な
地
域
を
い
い
ま
す
。
そ
の
面
積
は
四
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
も
及
び
、
領
域
内
に
は
、
異
な
る
気
候
、
様
々
な
植
生
環
境
、
そ
し

て
変
化
に
富
ん
だ
地
形
が
存
在
し
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
多
様
性
が

数
世
紀
に
わ
た
っ
て
観
察
さ
れ
、
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
る
マ
ヤ
文
明
の

多
様
性
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。
現
在
「
マ
ヤ
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
領

域
は
大
ま
か
に
言
っ
て
四
つ
の
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
に
マ
ヤ
文
明
と
聞
く
と
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
発
見

さ
れ
た
、
密
林
の
中
の
失
わ
れ
た
都
市
群
と
い
う
考
え
が
想
起
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
マ
ヤ
文
明
と
い
う
の
は
、
考
古
学
ロ
マ
ン
が
志
向
す
る

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
超
え
、
そ
の
規
模
と
豊
か
さ
に
よ
っ
て
、
時
代
を
超

え
て
世
界
の
考
古
学
の
至
宝
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ

れ
は
、
中
米
と
メ
キ
シ
コ
に
広
が
る
、
大
部
分
が
ま
だ
未
発
見
の
数
千

も
の
遺
跡
を
含
む
重
要
な
集
合
体
な
の
で
す
。
何
十
年
も
の
間
、
多
く

の
研
究
者
た
ち
が
こ
の
地
域
に
集
ま
り
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
続
き
、
そ

し
て
膨
大
な
量
の
研
究
の
結
果
と
し
て
、
私
た
ち
は
こ
の
文
明
に
対
す

る
合
理
的
な
洞
察
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
マ
ヤ
地
域
」
内
部
と
い
う
の
は
、
地
理
的
に
不
均
質
で
あ
り
、
文
化

的
に
見
て
も
そ
の
人
間
と
し
て
の
表
現
方
法
は
非
常
に
多
様
性
に
富
ん

で
い
ま
す
。「
マ
ヤ
地
域
」
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
社
会
は
時
代
を
通
し

て
常
に
変
化
し
て
お
り
、
建
築
学
的
表
現
、
芸
術
的
表
現
、
宗
教
的
表

現
の
異
な
る
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
多
様
性
の
中
に
も
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
現
在
私
た
ち
が

マ
ヤ
文
明
と
し
て
認
識
し
て
い
る
一
つ
の
文
明
た
ら
し
め
る
重
要
な
類

似
性
が
維
持
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
意
味
で
、
そ
の
偉
大
さ
は
そ
の
多

様
性
に
根
差
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
六
世
紀
に
ス
ペ

イ
ン
の
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
副
王
領
と
な
っ
て
も
、
当
地
域
の
プ

レ
コ
ロ
ン
ビ
ア
期
の
民
族
の
多
様
性
は
維
持
さ
れ
、
多
く
の
場
合
そ
れ

は
現
在
も
存
続
さ
れ
て
お
り
、
二
五
〇
〇
年
の
歴
史
を
経
て
な
お
称
賛

に
値
す
る
モ
ザ
イ
ク
模
様
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

マ
ヤ
の
宇
宙
観

全
て
の
時
代
の
マ
ヤ
人
に
と
っ
て
、
崇
拝
の
対
象
と
し
て
最
も
高
い

地
位
を
占
め
て
い
た
の
が
「
太
陽
」 （El Sol

） 

で
す
。
ユ
カ
タ
ン
半
島

の
マ
ヤ
人
は
太
陽
を
「
キ
ン
」
と
呼
ん
で
い
て
、
こ
れ
は
同
時
に
「
時

間
」
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
象
形
文
字
は
四
つ
の
花
び
ら
を
も

つ
ク
ロ
ー
バ
ー
に
似
て
い
て
、
そ
の
配
置
は
、
夏
至
と
冬
至
の
日
の
出

と
日
没
の
際
に
太
陽
が
到
達
す
る
一
番
端
の
位
置
に
由
来
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

宇
宙
と
マ
ヤ
文
明
の
関
係
は
、
建
築
の
面
で
驚
く
べ
き
様
相
を
呈
し

て
い
て
、
主
要
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
群
は
天
文
学
上
の
イ
ベ
ン
ト
と
関
連
す

る
特
定
の
方
向
性
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
過
去
の
巨
大
な

祭
祀
セ
ン
タ
ー
の
構
造
は
、
非
常
に
宗
教
的
な
推
論
を
見
せ
つ
け
る
も
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の
で
あ
り
、
神
聖
性
の
表
明
で
あ
り
、
宇
宙
の
秩
序
に
従
う
も
の
で
し

た
。
全
て
が
決
ま
っ
た
場
所
に
あ
る
べ
き
理
由
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
神
殿
は
神
性
が
表
出
す
る
空
間
だ
っ
た
の
で
す
。

チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ

八
〜
九
世
紀
の
間
に
ユ
カ
タ
ン
半
島
南
部
の
壮
大
な
マ
ヤ
都
市
が
衰

退
し
た
後
は
、
メ
キ
シ
コ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
北
部
が
「
後
古
典
期
」
の

マ
ヤ
再
生
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。
恐
ら
く
、
そ
の
時
期
の
最
も
有
名
な

都
市
が
「
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
」
で
し
ょ
う
。
古
典
期
初
期
の
有
名

な
建
造
物
を
建
立
し
た
創
設
者
た
ち
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
な
こ
と
し
か

判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
建
築
様
式
か
ら
判
断
す
る
と
、
カ
ン
ペ
チ
ェ
北

部
か
ら
来
た
も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
九
〇
〇
年
頃
に
「
イ
ッ

ツ
ァ
族
」
が
半
島
に
到
達
す
る
と
、
こ
の
定
住
地
は
急
激
な
変
化
に
見

舞
わ
れ
ま
す
。
一
部
の
資
料
に
よ
る
と
、
イ
ッ
ツ
ァ
族
と
は
チ
ョ
ン
タ

ル
族
の
祖
先
に
あ
た
る
集
団
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
マ
ヤ
の
伝
説
書
「
チ

ラ
ム
・
バ
ラ
ム
・
デ
・
チ
ュ
マ
エ
ル
」 （Los libros de Chilam

 Balam

）

に
よ
る
と
、
こ
の
集
団
は
半
島
全
体
に
広
が
り
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
を
踏

破
し
た
後
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
の
都
市
に
定
住
し
ま
し
た
。

イ
ッ
ツ
ァ
族
が
支
配
し
て
い
た
時
期
に
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
は
そ

の
絶
頂
に
達
し
ま
し
た
。
イ
ッ
ツ
ァ
族
が
こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由
は
複

数
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
水
源（
セ
ノ
ー
テ　

Cenote

「
聖
な
る
泉
」）
が
存
在
し
た
こ
と
、
緯
度
的
に
太
陽
の
天
頂
通
過
を
記

録
す
る
の
に
極
め
て
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
メ
キ
シ

コ
湾
と
カ
リ
ブ
海
か
ら
等
距
離
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
イ
ッ

ツ
ァ
族
は
半
島
の
海
岸
線
全
域
に
港
を
築
き
、
広
大
な
商
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
展
開
し
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
メ
キ
シ
コ
北
部
か
ら
中
米
コ

ス
タ
リ
カ
に
至
る
地
域
の
産
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
商
業
活
動
の
例
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
ト
ル
コ
石
、

メ
キ
シ
コ
西
部
お
よ
び
中
央
部
の
黒
曜
石
、
さ
ら
に
グ
ア
テ
マ
ラ
や
コ

ス
タ
リ
カ
の
ト
ゥ
ン
バ
ガ（
金
と
銅
の
合
金
）の
円
盤
や
小
像
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

イ
ッ
ツ
ァ
族
は
軍
事
組
織
や
司
祭
組
織
を
極
め
て
効
率
的
に
管
理
し
、

そ
の
強
力
な
組
織
を
背
景
に
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
を
拠
点
と
す
る

中
央
集
権
政
府
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
戦
い
を
通
じ

て
、
半
島
の
村
落
を
服
従
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
貢
物
を
要
求
し
、

こ
れ
に
よ
り
一
二
〇
〇
年
頃
に
衰
退
す
る
ま
で
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
当
地
域
で
最
も
重
要
な
政
治
・
経
済
・
宗
教
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄

を
極
め
ま
し
た
。

天
文
学
、
幾
何
学
、
建
築
学

チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
は
当
時
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
で
最
も
重
要
な
政

治
・
宗
教
の
中
心
地
で
あ
っ
た
た
め
、
極
め
て
高
い
正
確
性
を
も
っ
て

都
市
計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
都
市
で
最
も
重
要
な
建
造
物
「
エ

ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」 （El Castillo

） 

は
、
天
文
学
、
幾
何
学
、
建
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築
学
を
完
璧
に
融
合
さ
せ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー

ジ
ョ
」
は
宗
教
的
な
儀
式
の
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

天
体
観
測
の
た
め
の
建
造
物
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ヤ
人
た
ち
は
、
一
年
を
通
じ
て
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
太
陽
が

ど
の
よ
う
に
位
置
を
変
化
さ
せ
る
か
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
天
体
は

毎
日
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
こ
う
し
た
位
置
の
変
化
に
よ
り
、
地

平
線
に
対
す
る
時
間
と
宇
宙
の
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
マ
ヤ
人
は
、
太
陽
が
周
期
的
に
戻
っ
て
来
る
厳
密
に
定
義
さ
れ
た

地
点
上
で
、
宇
宙
と
時
間
の
解
読
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

太
陽
の
回
帰
は
暦
を
制
御
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
基
準
だ
っ
た
の
で

す
。当

時
の
学
者
た
ち
は
「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
か
ら
色
々
な
角

度
に
立
ち
、
太
陽
の
見
か
け
上
の
動
き
を
解
読
し
、
光
と
影
の
巧
妙
な

作
用
に
よ
り
補
完
さ
れ
る
位
置
天
文
学
を
展
開
し
ま
し
た
。
天
文
台
で

あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
、
太
陽
の
「
永
劫
回
帰
」
が
記
録
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。「
永
劫
回
帰
」
で
一
番
外
側
に
来
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
天
頂
通
過

の
日
の
太
陽
の
地
平
線
上
で
の
位
置
で
あ
り
、
こ
の
天
体
イ
ベ
ン
ト
に

夏
至
と
冬
至
、
春
分
と
秋
分
、
さ
ら
に
祭
祀
用
の
暦
に
記
さ
れ
た
そ
の

他
の
日
付
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
知
識
は
、
農

業
の
周
期
と
雨
季
・
乾
季
を
同
期
さ
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
っ
た

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
天
体
観
測
は
時
間
を
同
期
さ
せ
る
の
に
役
立
っ

て
い
た
の
で
す
。

一
年
の
う
ち
、
太
陽
が
到
達
す
る
地
平
線
上
の
一
番
端
の
位
置
は
、

夏
至
と
冬
至
に
対
応
し
ま
す
。
日
の
出
ま
た
は
日
没
の
際
に
太
陽
が
通

る
軌
道
の
こ
と
で
、
夏
至
と
冬
至
と
間
で
常
に
南
北
に
揺
れ
動
く
巨
大

な
振
り
子
運
動
に
似
て
い
ま
す
。
夏
至
と
冬
至
は
地
平
線
を
利
用
し
た

暦
に
と
っ
て
鍵
と
な
る
瞬
間
で
、
太
陽
は
こ
れ
ら
の
端
の
地
点
で
四
〜

五
日
間
止
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
他
方
、
春
分
と
秋
分
は
、
こ
の

振
り
子
軌
道
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
当
た
り
ま
す
。
ユ
カ
タ
ン
半
島
の

よ
う
に
地
平
線
が
平
ら
な
場
合
は
、
そ
の
位
置
が
中
間
地
点
に
正
確
に

記
録
さ
れ
ま
す
。
山
の
多
い
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
そ
の
他
の
地
域
で
は
状

況
が
異
な
り
、
太
陽
が
山
々
の
背
後
を
通
っ
て
高
度
を
上
げ
る
際
に
天

空
で
斜
め
の
軌
道
を
辿
る
た
め
、
観
測
者
は
春
分
・
秋
分
の
日
と
中
間

地
点
の
一
致
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
春
分
・
秋
分
の
日
に
、

太
陽
が
真
東
の
九
〇
度
の
方
向
に
現
れ
る
の
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
最
大
で
三
度
、
あ
る
い
は
山
の
高
さ
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
ず
れ

た
形
で
太
陽
が
見
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
平
野
部

で
の
天
体
観
測
が
極
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。
春
分
・
秋

分
の
方
角
と
垂
直
の
方
向
に
、
点
の
北
極
を
確
実
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
す
。

想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
地
球
上
の
任
意
の
場
所
か
ら
、
太
陽
の
見

か
け
上
の
振
り
子
運
動
を
一
年
間
観
察
す
る
と
し
ま
す
。
ど
こ
で
も
、

春
分
と
秋
分
は
同
じ
日
付
に
起
こ
り
、
太
陽
は
ほ
ぼ
九
〇
度
の
位
置
か

ら
上
り
、
同
じ
く
二
七
〇
度
の
位
置
で
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
夏
至
と
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冬
至
の
場
合
は
、
状
況
が
異
な
り
ま
す
。
ど
こ
で
も
日
付
は
近
く
な
り

ま
す
が
、
日
の
出
と
日
没
の
方
向
は
各
地
点
の
緯
度
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
し
か
し
、
太
陽
の
天
頂
通
過
の
ケ
ー
ス
は
さ
ら
に
複
雑
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
日
付
も
位
置
も
緯
度
に
よ
っ
て
全
く
変
わ
る
上
、
そ
の
現

象
自
体
、
地
球
の
両
回
帰
線
内
の
地
域
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
特
殊
性
が
も
た
ら
す
こ
の
複
雑
な
文
脈
が
、

各
古
代
都
市
に
お
互
い
に
異
な
る
性
格
を
付
与
し
、
私
が
提
起
し
て
い

る
通
り
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
に
関
し
て
は
そ
の
特
別
な
重
要
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

太
陽
の
天
頂
通
過
は
、
天
空
の
位
置
が
完
全
に
垂
直
に
な
る
時
に
起

き
る
自
然
現
象
で
、
空
の
一
番
高
い
場
所
を
通
過
し
ま
す
。
こ
れ
は
一

年
に
二
日
間
だ
け
起
こ
る
現
象
で
、
そ
の
二
日
間
の
正
午
の
時
間
帯
に

は
、
横
に
伸
び
る
影
が
一
切
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
現
象
は
、
北
回
帰
線

の
南
側
と
南
回
帰
線
の
北
側
に
位
置
す
る
地
域
で
の
み
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
よ
り
北
ま
た
は
南
で
は
太
陽
が
天
頂
に
到
達
す
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
北
回
帰
線
よ
り
北
に
位
置
す
る
日
本
の
場
合

も
同
様
で
す
。
こ
の
現
象
が
発
生
す
る
日
付
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、

各
地
点
の
緯
度
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
こ
れ
は
地
球
の
回
転
軸
の
軌
道
面

に
対
す
る
傾
き
に
よ
り
規
定
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
太
陽
は
異
な
る
日

に
地
球
上
の
各
地
域
を
垂
直
に
照
ら
し
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
の
場

合
は
、
五
月
二
三
日
と
七
月
一
九
日
の
日
に
こ
の
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。

古
代
メ
キ
シ
コ
の
天
文
学
者
た
ち
は
こ
の
現
象
を
認
識
し
て
い
て
、

非
常
に
重
要
視
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
現
象
の
体
系
的
な
観
察
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
考
古
学
的
な
証
拠
は
、
少
な
く
と
も
、
メ
ソ
ア

メ
リ
カ
古
代
文
明
を
代
表
す
る
都
市
で
あ
る
モ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
、
ソ

チ
カ
ル
コ
、
カ
ン
ト
ナ
、
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
都
市
の
住
民
た
ち
は
、
太
陽
の
天
頂
通
過
を
観
賞
す
る
た
め

の
天
体
観
測
所
を
建
設
し
て
い
ま
し
た
。
ソ
チ
カ
ル
コ
で
は
、
祭
祀
セ

ン
タ
ー
の
内
部
に
設
備
の
整
っ
た
地
下
室
が
あ
り
ま
す
。
天
井
に
穴
を

あ
け
、
六
角
形
の
煙
突
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
光
の
束
で
地
下
室

が
照
ら
し
出
さ
れ
ま
す
。
モ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
で
は
、「Edifi cio P

（
エ

デ
ィ
フ
ィ
シ
オ
・
ぺ
：
建
造
物
Ｐ
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

内
部
に
、
ソ
チ
カ
ル
コ
の
場
合
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
暗
い
部

屋
が
設
け
ら
れ
、
煙
突
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
状
態
で
光
が
入
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ト
ナ
と
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
で
も
同
様
で
す
。

チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
で
は
、
こ
の
後
に
見
る
よ
う
に
、「
エ
ル
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
向
き
が
う
ま
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

太
陽
の
天
頂
通
過
を
体
系
的
に
記
録
す
る
こ
と
は
重
要
で
、
時
間
が

経
っ
て
暦
が
ず
れ
た
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
暦
を
効
率
的
に
調
整
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
全
て
の
文
明
に
お
い
て
、
暦
の

修
正
が
定
期
的
に
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
西
洋
に
お
い
て
は
、
不
具
合
が
生
じ
た
た
め
、
一

五
八
二
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
が
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
グ

レ
ゴ
リ
オ
暦
に
置
き
換
え
、
三
五
二
年
の
第
一
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
以
来
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積
算
さ
れ
て
き
た
暦
か
ら
一
〇
日
間
を
削
っ
て
解
決
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
誤
差
は
、
回
帰
年
を
数
え
る
た
め
の
日
数
の
計
算
が
間
違
っ
て
い

た
た
め
に
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
混
乱
は
、
地
球
が
太
陽
の
周
り

を
回
る
公
転
が
自
転
と
正
確
な
日
数
で
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実

に
由
来
し
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
実
際
的
な

解
決
法
の
一
つ
は
、
プ
レ
コ
ロ
ン
ビ
ア
期
の
天
文
学
者
た
ち
が
体
系
的

に
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
平
線
上
の
印
を
参
照
し
な
が
ら

太
陽
の
位
置
を
利
用
し
て
暦
の
調
整
を
行
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
科

学
的
な
手
続
き
に
は
全
て
確
認
が
必
要
で
、
マ
ヤ
人
は
チ
チ
ェ
ン
・

イ
ッ
ツ
ァ
で
同
日
に
起
こ
る
三
つ
の
出
来
事
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
こ
れ
に
成
功
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
太
陽
が
、「
エ
ル
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
北
東
の
角
に
沿
っ
て
出
て
く
る
こ
と
を
観
察
し
、
正

午
に
日
時
計
の
指
時
針
や
石
碑
に
影
が
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ

し
て
最
後
に
、「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
西
側
の
階
段
の
向
き
が

同
日
に
太
陽
が
沈
む
方
向
と
一
致
す
る
こ
と
を
利
用
し
た
の
で
す
。

天
頂
通
過
の
日
に
、
太
陽
が
出
て
沈
む
軌
道
と
い
う
の
は
鍵
と
な
る

ポ
イ
ン
ト
で
、
北
緯
二
〇
度
四
〇
分
に
位
置
す
る
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ

ツ
ァ
の
緯
度
に
お
い
て
の
み
幾
何
学
的
に
見
事
な
正
確
性
が
保
た
れ
ま

す
。
ま
ず
、
一
年
間
を
通
し
て
太
陽
が
地
平
線
か
ら
上
り
、
沈
ん
で
い

く
の
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
振
り
子
運

動
が
ア
ー
チ
を
形
成
し
、
こ
れ
も
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
夏
至
と
冬
至

に
一
番
端
を
通
り
ま
す
。

「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
周
囲
に
、
太
陽
と
そ

の
他
の
星
が
上
り
、
沈
ん
で
い
く
方
角
が
あ
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
は
見
か
け
上
の
ア
ー
チ
で
、
地
平
線
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

中
心
に
持
つ
円
を
形
成
し
ま
す
。
想
像
の
中
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
宇

宙
の
軌
道
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
円
周
を
描
く
に
は
、
起
源
と
秩
序
を

形
成
す
る
中
心
の
役
割
を
担
う
固
定
点
が
必
要
不
可
欠
で
、
そ
れ
が
世

界
軸
と
な
り
ま
す
。
円
周
は
中
心
点
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
逆
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
中
心
は
軌
道
を
通
じ
て
地
平
線
ま
た
は
周
辺
と
つ
な

が
っ
て
お
り
、
宇
宙
を
測
定
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、
直
径
に
沿
っ

て
円
を
同
じ
大
き
さ
の
パ
ー
ツ
に
幾
何
学
的
に
分
割
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
ず
は
二
つ
に
分
割
し
ま
す
。
そ
し
て
、
東
西
を
貫
く
直
線
を

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
春
分
・
秋
分
に
太
陽
が
上
昇
・
下
降
す
る
一
番

重
要
な
軸
で
す
。
次
に
垂
直
に
分
割
し
ま
す
。
中
心
を
通
る
第
一
の
軌

道
に
沿
っ
て
分
割
さ
れ
、
南
北
を
つ
な
ぐ
宇
宙
軸
が
現
れ
ま
す
。
四
つ

の
パ
ー
ツ
に
分
割
さ
れ
た
円
を
、
さ
ら
に
半
分
に
分
割
し
て
い
き
、
一

六
分
割
さ
れ
る
ま
で
続
け
ま
す
。
一
六
角
形
が
現
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
驚
く
こ
と
に
、
正
一
六
角
形
の
外
角
は
そ
れ
ぞ
れ
二
二
度

三
〇
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
軸
が
真
北
に
対
し
て
ず
れ
て

い
る
角
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
二
二
度
三
〇
分
の
パ
ー
ツ
を
二
つ
足
す
と
六
七
度
三
〇
分
と
な

り
、
こ
れ
は
天
頂
通
過
時
の
日
の
出
の
方
角
と
一
致
し
て
い
て
、
驚
く
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こ
と
に
、
同
日
の
日
没
の
方
向
は
二
九
二
度
三
〇
分
で
、
こ
れ
も
ま
た

二
二
度
三
〇
分
の
倍
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
正
確
な
北
の
方
角
と
、
太

陽
の
天
頂
通
過
の
方
角
が
正
一
六
角
形
内
で
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
私
は
マ
ヤ
人
が
そ
れ
に
気
づ
き
、
壮
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
「
エ
ル
・

カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
具
現
化
し
た
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
時
代
を
超
え
て
不
滅
の
建
造
物
の
中
に
、
天
文
学
と
幾
何
学

が
融
合
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
土
台
は
、
一
辺
五
五
メ
ー
ト
ル
の
完
璧
な
正
方
形
で

す
。
そ
の
宇
宙
観
を
通
し
て
考
え
る
と
、
正
方
形
は
円
に
類
似
し
て
い

ま
す
。
厳
密
な
稜
線
と
正
確
な
幅
の
階
段
、
そ
し
て
ア
ル
フ
ァ
ル
ダ
と

呼
ば
れ
る
欄
干
が
一
六
角
形
の
一
六
個
の
頂
点
を
構
成
す
る
の
で
、
正

方
形
は
円
形
を
固
定
化
さ
せ
た
も
の
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
チ
チ
ェ

ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
で
は
、
円
形
と
正
方
形
と
の
関
係
が
並
外
れ
た
結
果
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
が
、
こ
の
緯
度
上
で
の
み
可
能
な
天

文
学
的
な
配
置
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
も
し
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
が
わ
ず
か
五
〇km

南
ま
た
は
北
に
建
設
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
そ
う

し
た
一
致
は
消
え
て
な
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
正
確
性
は
恐
ら
く
偶
然
の
産
物
で
あ
り
、

「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
建
立
者
は
、
二
期
に
わ
た
る
建
立
段
階

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
位
置
決
定
の
基
準
に
従
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
推
論
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
仮
説
に
は
論

拠
が
あ
る
の
で
す
。
ま
ず
彼
ら
が
残
し
た
記
号
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
に
は
こ
の
建
物
か
ら
時
間
を
体
系
的
に
計
算
し
て
い
た
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
暦
と
の
関
連
は
そ
の
石
段
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
石
段
に
一
年
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
各
面
に
九
一
段

あ
る
の
で
、
四
面
プ
ラ
ス
頂
上
の
一
段
で
、
計
三
六
五
段
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
一
段
が
一
日
に
相
当
す
る
の
で
す
。
次
に
こ
の
建
造
物

の
厳
格
な
装
飾
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
各
面
に
五
二
枚
の
祭
壇
画
が
あ

り
、
階
段
を
挟
ん
で
二
六
枚
の
装
飾
が
二
グ
ル
ー
プ
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
五
二
年
を
一
周
期
と
す
る
「
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
世
紀
」

と
関
係
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
基
段
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
九
つ
の
階
層
が
あ
り
、
こ
の
九
と
い
う
数
字
は
暦
学
的
に
は
「
夜

の
九
神 （N

ueve Señores de la N
oche

）」
ま
た
は
「
霊
界 （Infra-

m
undo

）」
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
九
つ
の
階
層
は
欄
干

（
ア
ル
フ
ァ
ル
ダ
）で
二
分
さ
れ
、
各
欄
干
に
対
応
す
る
九
層
の
グ
ル
ー

プ
が
各
面
に
二
グ
ル
ー
プ
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
暦
上
の
一
八
か
月

に
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
の
こ
と
か
ら
、「
エ

ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
が
見
せ
る
対
称
性
に
基
づ
く
調
和
は
、
一
つ

の
建
造
物
を
用
い
た
暦
の
聖
性
の
啓
示
で
あ
り
、
太
陽
の
「
永
劫
回
帰
」

を
崇
拝
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
で
は
次
に
、
一
六
角
形
に
関
す
る
理
論
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
幾
何
学
は
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
の
文
明
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
多
角
形
と
は
円
を
分
割
し
た
結
果
生
ま
れ
る
も
の
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
に
奉
納
さ
れ
た
円
盤
、
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す
な
わ
ち
太
陽
の
盾
に
お
い
て
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

円
盤
は
中
央
階
段
の
下
の
方
に
あ
っ
た
円
柱
形
の
櫃
の
中
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
円
盤
は
木
製
で
四
匹
の
蛇
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
ト
ル
コ
石

の
装
飾
は
美
、
年
、
太
陽
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
中
央
に
は
恐
ら
く
、
太

陽
の
炎
の
儀
式
で
使
わ
れ
て
い
た
黄
鉄
鉱
の
鏡
が
付
い
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
私
に
は
、
こ
の
直
線
の
構
図
は
、
中
央
か
ら
周
囲
へ
と
広
が

り
四
つ
の
蛇
の
頭
の
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
階
段
を
比
喩
的
に
連
想
さ
せ
ま

す
。
建
物
内
部
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
品
の
一
つ
が
、
こ
れ
ほ
ど
示
唆
に

富
ん
だ
形
で
そ
の
幾
何
学
を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。
一
六
角
形
と
こ

れ
以
上
の
類
似
性
を
示
す
も
の
は
他
に
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。意

図
さ
れ
た
幾
何
学
模
様
は
、
多
角
形
や
円
形
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
平
面
図
に
注
目
し
て
み
る
と
、
正
方
形
も
含
ま

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
形
状
に
関
し
て
は
、
マ
ヤ
人
が
正
方

形
の
再
分
割
に
基
づ
い
て
幾
何
学
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
平
面
図
は
、
階
段

を
境
に
四
つ
の
四
角
形
の
パ
ー
ツ
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
つ
の

正
方
形
が
別
の
正
方
形
の
中
に
入
る
形
と
な
り
ま
す
。
こ
の
分
割
方
法

は
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
の
背
中
に
お
い
て
認
識
可
能
な
パ
タ
ー
ン
「
カ
ナ

マ
イ
テ（canam

ayté

）」
に
由
来
し
て
い
て
、
こ
の
形
状
は
四
つ
の
角

と
四
つ
の
辺
に
基
づ
く
マ
ヤ
の
宇
宙
観
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
モ

デ
ル
は
様
々
な
都
市
の
建
設
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
お
り
、「
エ
ル
・

カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
建
設
に
当
た
っ
て
も
示
唆
を
与
え
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
イ
ン
の
石
段
で
あ
る
北
側
の
階
段
は
、
蛇
の
大
き

な
頭
で
始
ま
る
幅
の
広
い
欄
干
で
縁
取
ら
れ
て
お
り
、
最
上
部
に
あ
る

神
殿
に
お
い
て
も
蛇
の
頭
が
基
礎
に
、
体
が
柱
身
に
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ

が
柱
頭
と
な
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
、
総
体
と
し
て
建
築
学
的
に
見

て
ヘ
ビ
を
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

プ
レ
コ
ロ
ン
ビ
ア
期
の
建
造
物
の
位
置
と
向
き
を
決
め
る
に
あ
た
っ

て
の
、
地
理
学
の
重
要
性
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
説
に
従
う
と
、

チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
は
地
形
的
に
地
平
線
が
平
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
が
な
い
こ
と
で
位
置
天
文
学
の

実
践
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
天
体
が
出
現
し
て
沈
ん
で
い
く
ま
で
、
そ

の
経
路
を
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
す
。
他
方
、

「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
は
、
二
つ
の
泉
（
セ
ノ
ー
テ
）
の
ち
ょ
う

ど
真
ん
中
に
あ
り
、
こ
の
特
殊
性
は
既
に
前
世
紀
か
ら
指
摘
し
て
い
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
北
に
「
生
贄
の
泉
」、
南
に
「
シ
ュ
ト
ロ
ッ
ク
の

泉
」
が
あ
り
ま
す
。
今
日
で
は
、
こ
の
配
置
は
「
カ
ン
フ
ユ
ム
の
泉
」

と
東
の
「
オ
ル
ト
ゥ
ン
の
泉
」
に
よ
り
補
完
さ
れ
、「
霊
界
」
へ
の
入
り

口
と
関
係
す
る
重
要
な
配
置
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
ま
す
。「
霊
界
」
と

は
、
地
面
の
下
に
あ
る
世
界
の
こ
と
で
、
神
話
に
よ
る
と
、
一
度
西
に

沈
ん
だ
太
陽
は
、
夜
の
旅
を
経
て
再
び
東
か
ら
上
っ
て
い
く
た
め
に
、

こ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
九
二
度
三
〇
分
を
向

い
て
い
る
「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
西
階
段
は
天
頂
通
過
時
の
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日
没
の
方
角
を
指
し
て
お
り
、
し
か
も
、
現
在
調
査
中
の
興
味
深
い
奉

納
物
の
奉
納
場
所
で
あ
る
「
オ
ル
ト
ゥ
ン
の
泉
」
の
小
さ
な
入
口
に
対

し
て
、
わ
ず
か
一
度
し
か
ず
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
神
話
地
理
学

的
分
析
に
と
っ
て
非
常
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。

位
置
関
係
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
前
に
、「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー

ジ
ョ
」
に
関
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
二
二
度
三
〇
分
と
い
う
方
角
は
、

「
戦
士
の
神
殿
」、「
エ
ル
・
カ
ラ
コ
ル
」
の
上
部
構
造
、「
エ
ル
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
建
立
に
用
い
ら
れ
た
と
し
て
、
二
一
度
か
ら
二
三
度

と
誤
差
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
既
に
他
の
専
門
家
に
よ
っ
て
特
定
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
断
っ
て
お
き
ま
す
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
天
頂
通
過
の
研
究
の
追
跡
調
査
は
最
近
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

様
々
な
研
究
者
が
重
要
な
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
古
代
メ

キ
シ
コ
の
人
々
は
、
地
平
線
上
で
の
太
陽
の
見
か
け
上
の
動
き
を
考
慮

し
、
天
頂
通
過
を
観
察
し
て
、
都
市
建
設
の
た
め
の
場
所
を
慎
重
に
選

ん
で
い
て
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
に
よ
り
自
分
た
ち
が
い
た
場
所
の
地
理

的
位
置
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
た
の
も
、
そ
う

し
た
貢
献
の
一
つ
で
す
。

そ
れ
で
は
、「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
と
時
間
の
計
算
と
の
間
に

あ
る
驚
く
べ
き
関
係
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー

ジ
ョ
」
は
太
陽
が
天
頂
を
通
過
す
る
二
日
間
を
示
す
よ
う
に
向
き
が
決

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
五
月
二
三
日
の
最
初
の
天
頂
通
過
か
ら

始
め
ま
す
。
こ
の
日
付
に
二
八
日
を
足
す
と
夏
至
に
な
り
ま
す
。
二
八

日
と
い
う
の
は
月
の
周
期
に
対
応
し
て
お
り
、
こ
の
値
は
、
月
の
公
転

周
期
が
二
七
・
三
日
、
満
ち
欠
け
の
周
期
が
二
九
・
五
日
と
い
う
月
の
基

本
周
期
の
算
術
平
均
に
よ
り
導
か
れ
ま
す
。
同
様
に
、
夏
至
か
ら
、
七

月
一
九
日
に
起
こ
る
二
回
目
の
天
頂
通
過
ま
で
も
二
八
日
で
す
。
二
八

と
い
う
の
は
考
慮
に
値
す
る
数
字
で
す
。
一
年
を
二
八
日
の
一
三
周
期

で
分
割
す
る
と
、
合
計
は
三
六
四
に
な
り
ま
す
。「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー

ジ
ョ
」
の
階
段
（
各
面
九
一
段
）
を
想
起
さ
せ
る
数
字
で
す
。

次
に
、「
ツ
ォ
ル
キ
ン
」
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ヤ
暦
の
一
三
と
い
う
数

字（
一
三
日
）に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
暦
で
は
、
一
か
月
が

一
三
日
、
計
二
〇
か
月
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
二
六

〇
日（
キ
ン
）と
い
う
数
字
が
得
ら
れ
ま
す
。
一
か
ら
一
三
ま
で
の
係
数

と
、
日
を
表
す
二
〇
の
記
号
を
組
み
合
わ
せ
る
の
で
す
。
同
様
に
、
後

古
典
期
の
サ
ポ
テ
カ
族
の
間
で
は
、
二
六
〇
日
の
祭
祀
用
の
暦
が
六
五

日
間
ず
つ
の
四
つ
の
「
コ
シ
ホ
」
に
分
割
さ
れ
、
各
「
コ
シ
ホ
」
は
一

三
日
×
五
周
期
で
構
成
さ
れ
、
各
「
コ
シ
ホ
」
が
一
つ
の
方
位
点
と
関

連
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
三
月
一
九
日
と
天
頂

通
過
が
起
こ
る
五
月
二
三
日
と
の
間
が
一
「
コ
シ
ホ
」
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
三
月
一
九
日
頃
に
「
エ
ル
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
で
春
分
の
神
聖
な
「
ク
ク
ル
カ
ン
の
降
臨
」
が
現
れ
始

め
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
す
。
ク
ク
ル
カ
ン
は
、「
霊
界
」
へ
と
降
り

て
ゆ
く
た
め
に
、「
生
贄
の
泉
」
の
方
角
に
滑
り
降
り
て
い
く
よ
う
に
見

え
ま
す
。
光
を
帯
び
た
一
連
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
の
鎖
を
も
つ
羽
毛
の
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あ
る
蛇
の
出
現
は
、
北
側
の
欄
干
で
何
日
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
現
象
を
天
文
学
上
の
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
や
特
別
な
一
日
と

正
確
に
関
連
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
れ
で
も
、
建
築
学
と
天
文

学
と
が
組
み
合
わ
さ
り
、
宗
教
体
験
と
い
う
意
味
で
は
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
確
認
を
行
い
ま
す
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
北
東
側
の
頂
点
の
六
七
度

四
〇
分
と
い
う
方
角
は
、
太
陽
が
天
頂
を
通
過
す
る
日
の
日
の
出
の
向

き
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
点
は
強
調
し
て
お
き
ま
す
が
、

マ
ヤ
の
建
築
家
た
ち
は
、
二
つ
の
建
物
を
配
置
す
る
際
に
、
慎
重
に
計

画
を
立
て
た
の
で
す
。「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
中
心
か
ら
北
東

稜
線
の
九
つ
の
基
段
全
て
を
通
る
よ
う
に
直
線
を
引
き
、
そ
の
線
を
メ

イ
ン
の
広
場
を
通
っ
て
伸
ば
し
て
い
く
と
、「
大
テ
ー
ブ
ル
の
神
殿
」
の

中
心
に
到
達
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
建
物
の
位
置
関
係
は
、
太
陽
が
地
平
線
上
に
現
れ

る
と
き
に
完
全
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、

指
示
さ
れ
た
日
付
に
、
正
確
な
時
間
に
、
適
切
な
場
所
に
い
る
だ
け
で

十
分
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
二
〇
一
二
年
五
月
二
三
日
に
行
い
ま
し

た
。
午
前
六
時
か
ら
「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
の
北
東
角
に
立
っ

て
、
太
陽
が
「
大
テ
ー
ブ
ル
の
神
殿
」
の
上
に
上
っ
て
行
く
の
を
待
ち

ま
し
た
。
幸
い
、
大
気
の
状
態
も
良
く
、
建
物
と
太
陽
が
一
直
線
に
並

ぶ
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
保
存

さ
れ
て
き
た
祖
先
た
ち
の
学
識
の
目
撃
者
に
な
っ
た
私
た
ち
は
幸
福
感

に
包
ま
れ
、
先
達
で
あ
る
多
く
の
研
究
者
や
資
料
提
供
者
た
ち
の
貢
献
、

そ
し
て
知
識
を
共
有
し
て
く
れ
た
同
僚
た
ち
の
お
か
げ
で
、
そ
の
日
は

感
銘
を
受
け
な
が
ら
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

結
論マ

ヤ
人
の
宗
教
的
な
崇
拝
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
は
、
宇
宙

観
に
由
来
す
る
思
想
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
働
き
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
文

明
が
有
し
て
い
た
信
仰
に
し
た
が
っ
て
配
置
さ
れ
た
と
い
う
説
に
同
意

す
る
専
門
家
は
日
に
日
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
思
想
は
、
古
代

メ
キ
シ
コ
で
は
特
に
重
視
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
チ
チ
ェ

ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
の
例
は
、
こ
の
説
を
明
確
に
支
持
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
全
て
の
都
市
計
画
が
こ
の
基
準
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は

指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
世
俗
的
な
機
能
を
も
っ
た
建
造
物

は
、
実
用
的
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

他
の
ど
ん
な
場
所
よ
り
も
方
角
と
配
置
が
結
び
つ
い
て
い
て
、
神
学

と
恒
星
の
解
読
が
可
能
で
あ
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
北
東
の
「
大
テ
ー

ブ
ル
の
神
殿
」
と
西
の
「
オ
ル
ト
ゥ
ン
の
泉
」
は
、「
エ
ル
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
か
ら
神
聖
性
の
幕
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
古

典
期
終
末
期
に
築
か
れ
た
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
は
、
一
三
世
紀
か
ら

徐
々
に
放
棄
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
が
、「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
と

「
生
贄
の
泉
」
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
そ
の
重
要
性
が
維
持
さ
れ
、
都

市
自
体
が
放
棄
さ
れ
て
も
な
お
崇
拝
の
対
象
で
あ
り
続
け
、
ま
た
巡
礼
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の
目
的
地
で
あ
り
続
け
た
の
で
す
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
「
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ
」
は
、
建
築
を
通
し
て
表

現
さ
れ
た
先
祖
伝
来
の
宇
宙
観
そ
の
も
の
で
あ
り
、
太
陽
の
動
き
と
直

接
関
係
し
て
い
ま
す
。
建
物
と
し
て
は
、
一
つ
の
文
明
に
お
い
て
、
天

文
学
お
よ
び
幾
何
学
と
結
び
つ
い
た
信
仰
を
立
証
す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
使
っ
て
い
た
コ
ー
ド
と
構
造
は
す
ば
ら
し

い
一
貫
性
を
も
っ
て
両
立
し
て
い
る
の
で
、
何
世
紀
も
後
の
文
明
に

よ
っ
て
解
読
が
可
能
な
一
つ
の
言
語
を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ

で
提
示
さ
れ
て
い
る
幾
何
学
的
コ
ー
ド
と
算
術
的
コ
ー
ド
は
、
独
自
の

思
考
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
し
、
ま
た
人
類
を
し
て
宇
宙
の
既
知
と
未
知

と
の
本
物
の
仲
介
者
た
ら
し
め
る
元
型
的
な
現
実
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

会場風景

講演終了後に質問をする学生


